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ジャパンリーグ富士大会は最後尾から優勝へと大逆転のレースが展開された 
 

テキスト:はた☆なおゆき 

2024 シーズンも間もなく折り返しを迎え、各シリーズともに白熱の戦いが続いて、大いに盛り上

がりを見せるスーパーFJ。筑波・富士シリーズは、前回に続いてジャパンリーグとの併催となる。 

それぞれシリーズ第５戦の舞台となるのは、富士スピードウェイだ。 

まず、ここまでの筑波・富士シリーズだが、#93 角間光起選手（ELEV レーシング 10V ED）が第 3

戦からの 2 連勝によって、ランキングのトップに浮上。ジャパンリーグ遠征ドライバーの挑戦を、真っ

向から受けて立つ立場となった。 

そのジャパンリーグ岡山ラウンドの連勝によって目下ランキングのトップで、また鈴鹿・岡山シリーズ

のチャンピオンを決めたばかりの迫隆眞選手の姿がないのは残念ながら、同シリーズランキング 2

位が確定した#43 小田優選手（Drago CORSE TAKE FIRST）、#8 渡会太一選手（FTK レヴレ

ーシングガレージ）といった鈴鹿の優勝経験者が名を連ねており、筑波・富士シリーズのレギュラー

ドライバーも相手に不足はないはずだ。 

 



公式予選 
 

メインレースである GT ワールドチャレンジ・アジアそのもののレーススケジュールは木曜日から始ま

っているが、スーパーFJ に関しては予選、決勝を日曜日に行う１デイ開催。金曜日、そして土曜日の

早朝にスポーツ走行は設けられたが……。ちなみに土曜日はドライコンディションが保たれたが、金

曜日はウェットコンディションでの走行となっていた。 

予選は早朝 8 時 25 分から 20 分の計測で競われるはずだった。しかし、土曜日の夜半から降り出

した雨は一向にやむ気配を見せず、それどころか開始直前になって、より強く路面に叩き続けられ

るようになっていた。 

そのため、本来のスタート時間である８時 25 分にキャンセルのアナウンスが。雨足の強さからすれ

ば、やむを得ない判断ではあったが、それならば決勝のグリッドはどうやって決められるのか。まず

は筑波・富士シリーズのランキングが最優先され、続いてジャパンリーグのランキング。いずれにも

出場していないドライバーは、申し込み順となったのだが……。 

その結果、筑波・富士シリーズのポイントリーダー、#91 角間選手がポールポジションで、2 番手は

#14 伊藤駿選手（ZAPSPEED 10V ED）……と続くのは順当ながら、ジャパンリーグ 2 位の#7

松井啓人選手（FTK レヴレーシングガレージ）が 12 番手、3 位の#43 小田選手が 13 番手。ジャパ

ンリーグには今季初参戦となる#8 渡会選手に至っては、最後尾となる 21 番手というのは、どうに

も。ところが、このことが決勝で想像もし得なかったドラマを産み出すことになる。 

 

 

 

 
 

 



 

決勝レース 
 

 

予選後のタイムスケジュールは順当に進み、定刻の 12 時 40 分にはスーパーFJ のスタート進行が

開始された。路面はウェットのままだが、すでに雨はやんでおり、直前には薄い霧がかかっていたも

のの、これはスタートの頃には走行に支障をきたすまでではなくなっていた。 

決勝は 12 周の争い。もちろん全車ウェットタイヤを装着し、水しぶきを上げながらスタートが切られ

る。１コーナーへのホールショットを#91 角間選手が決めたかに見えたが、そこにアウトから迫って

きたのが、3 番グリッドから鋭いダッシュを決めていた#53 石井大雅選手（ファーストガレージ制動

屋 S2）で、一気にトップへと躍り出る。 

このふたりに続いたのは#14 伊藤選手、４番スタートの

#55 酒井翔太選手（ファーストガレージ KK-SII）、そし

て５番スタートの#15 黒川史哉選手（ZAPSPEED 

10V）。そして驚くべくは、ヘアピンまでに#43 小田選手

がもう 8 番手にまで上がっていたことだ。 

オープニングラップを終えた時点で、先のトップ５はその

ままながら、やや間隔を置いて#52 津田充輝選手（ファ

ーストガレージKK-SII）と#33磐上隼斗選手（アルビ富士吟景 GIA ED）、#43小田選手が続き、

さらにその後方には 17 番グリッドから#1 元山泰成選手（Ecotech Works Racing F）、さらに

#7 松井選手と#8 渡会選手が。こと#8 渡会選手に至っては、もう 10 台を抜いてきた格好だ。 

2 周目に入ると、１コーナーで#55 酒井選手が#91 角間選手を抜いて 2 番手に浮上。トップ奪還

を狙い、3 周目の１コーナーで#91 角間選手が#55 酒井選手に迫るも、「ブレーキングポイントの

違いで」接触してしまい、ダメージを負ってコース脇でストップ。そのため、セーフティカー（SC）が導



入される。 

#55 酒井選手はコース上に留まっていたとはいえ、5 番手に後退していたことから、逆に 4 番手に

浮上した#43 小田選手には、上位との差も詰まって千載一遇のチャンスが訪れたも同然。SC の先

導は２周に及び、リスタートが切られると実際、１コーナーで#15 黒川選手をかわす。また、その後

方でも同様に#33 磐上選手が#55 酒井選手を、そして#8 渡会選手が#1 元山選手を抜いて、そ

れぞれポジションを入れ替えていた。 

そして６周目には、まず１コーナーで#14 伊藤選手を#43 小田選手が抜いて 2 番手に、その勢い

でダンロップコーナーまでに、#53 石井選手をも抜いて待望のトップに躍り出る。だが、そのまま

#53 石井選手は逃してくれず、８周目の１コーナーで再び前に出られてしまう。そして、その後ろで

は#33 磐上選手も#14 伊藤選手を抜いていた。 

一方、9 周目には#8 渡会選手が、ついに 5 番手にまで到達。

その直後の１コーナーでは#33 磐上選手が#43 小田選手に

迫り、前に出たのだが止まりきれずにハーフスピン。あろうこと

か、まるでつられるような形で#43 小田選手までも、オーバー

シュートしてしまう。 

これで#53 石井選手がトップに返り咲き、そして 2 番手に躍り

出ていたのが#8 渡会選手だった！ 訪れたビッグチャンスを逃そうはずもなく、10 周目の１コー

ナーで#8 渡会選手がトップに躍り出る。 

その後の#8 渡会選手は徐々に差を広げていき、そ

して最終ラップの１コーナーではチームメイトの#7

松井選手も 2 番手に浮上。遠征の鈴鹿・岡山シリーズ

勢がレースを大いに盛り上げた。 

#8 渡会選手は最後尾からの大逆転勝利となり、レ

ース後に破顔一笑。2 位は岡山国際サーキットで行わ

れた、ジャパンリーグ第 2 戦以来の表彰台獲得とな

った#7 松井選手で、迫選手を 1 ポイント差ながら抜

いてランキングのトップに躍り出た。そして、3 位となった#53 石井選手は筑波・富士シリーズのラ

ンキング 2 位に浮上。4 位は#43 小田選手で、11 周目の１コーナーで#14 伊藤選手を抜いて、せ

めてもの意地を見せていた。「止まって欲しかったですね、抜いてくるからには（苦笑）。タイヤもタレ

ていたけど、あの瞬間だけ耐えていれば、きっと逃げきれたでしょうが、しょうがないですね」と

#43 小田選手。 

また、最終ラップに#55 酒井選手の先行を許し、6 位でゴールとなった#14 伊藤選手ながら、これ

で筑波・富士シリーズのランキングトップに浮上。上位 4 名が 6 ポイント差でひしめき合うことにな

った。マスターズクラスでは#3 秋山健也選手（スーパーウィンズ KKS2）が優勝、総合でも 13 位で

ゴールしている。 

次回の筑波・富士シリーズは 7 月 28 日に筑波で、ジャパンリーグは 8 月 11 日に、もてぎでの開催

を予定している。 



 
優勝 #8 渡会太一選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「急きょエントリーが決まったので、確かに申し込みは遅かったんです

が、まさか最後尾からのスタートになるとは思っていなくて、

（MEC120 のチーム監督、藤波）清斗さんに『お前は持ってない』って

言われていたんですけどね（苦笑）。めっちゃしんどかったです！ で

も、まさか勝てるとは思っていませんでした。ストレートは今回もつら

かったんですが、そこはなんとかうまく、セクター３で合わせてきて。た

だ、１コーナーで抜くっていうのは、だいぶ厳しかったんですけど、ま

ぁ、うまく抜いてトップに立てたので良かったです。テール・トゥ・ウィン

ってやつですよね、これは。めっちゃ嬉しいです！」 

 

2 位：#7 松井啓人選手（FTK レヴレーシングガレージ） 

「惜しかったですね、あとちょっとで届きそうだったので。金曜日から富

士を初めて走って、２本しか走れていなくて、しかもコンディションも絶

えず変わっていたので、そう考えると割と良かったですね。自信にもな

ります。ちょっと鈴鹿では苦しいレースが続いていたので、新しいところ

に来て、こうやって結果出せて良かったです。嬉しいですね！」 

 

３位 #53 石井大雅選手（ファーストガレージ制動屋 S2） 

「トップを走るのは、本当に初めてです。ウォータースクリーンがなくて、

楽だったです（笑）。トップを走っている最中は、あんまりドキドキしなく

て、けっこうミラー見て後ろの様子をうかがっていたんですが、絶えき

れなかったことは悔しいところです。これもひとつの経験ですね。ストレ

ートは立ち上がりの差がけっこう効いていて、抜けるかなというところ

もありましたし、追いついたけどオーバースピードで行ってしまった、と

いうところもあったの、そこはちょっと反省点としてあります」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェントルマンクラスの表彰  2 位 畠山選手  1 位 秋山選手  3 位 山根選手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 


